
⾹川⼤学教育学部 附属⾼松⼩学校



実社会との接点を重視した
課題解決型学習プログラムに係る実践研究

【開発するプログラムの概要】
小学校段階において主権者として必要な
資質・能力の育成を目指した、社会科を
核とした教科学習プログラムの開発

※令和４年度より研究開発学校の指定を受け、異学年集団での
社会とつながるプロジェクト活動として「ちょうせん」の時間を
設けている。



本校の研究の迫り⽅
を育む教育の推進

持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識や社会形成に参画する態度を育む

社会科
① 主権者として必要な
資質・能力の設定

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 主権者として必要な
資質・能力を育む社会科
カリキュラム構想

「ちょうせん」の時間
① 異学年集団による社会
参画型プロジェクト活動
の構想

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 社会科と「ちょうせん」
の時間との関連の意識化



本校の研究の迫り⽅
を育む教育の推進

持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識や社会形成に参画する態度を育む

社会科
① 主権者として必要な
資質・能力の設定

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 主権者として必要な
資質・能力を育む社会科
カリキュラム構想

「ちょうせん」の時
間

① 異学年集団による社会
参画型プロジェクト活動
の構想

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 社会科と「ちょうせん」
の時間との関連の意識化



主権者として必要な資質・能⼒について
①公共的な事柄に⾃ら参画しようとする意欲や態度
②合意形成・意思決定する⼒
③多⾓的に考察し、公正に判断する⼒
④根拠をもって主張し、他者を説得する⼒

〈国家・社会の形成者として求められる⼒〉
○ 論理的思考⼒(とりわけ根拠をもって主張し他者を説得する⼒)
○ 現実社会の諸課題について多⾯的・多⾓的に考察し、公正に判断する⼒
○ 現実社会の諸課題を⾒出し、協働的に追究し解決(合意形成・意思決定)する⼒
○ 公共的な事柄に⾃ら参画しようとする意欲や態度

〈学習⽅法〉
○ 正解が⼀つに定まらない問いに取り組む学び
○ 学習したことを活⽤して解決策を考える学び
○ 他者との対話や議論により、考えを深めていく学び



主権者としての資質・能⼒を育む問題解決のプロセス
①学習問題の設定、活動の見通し

単元の内容について大まかに調べ、
単元の課題と解決への見通しをもつ。

僕たちが使っている水は、
どこからきて、使った後は
どうなるのだろう。

②現状の理解
課題に対する自律的な学びを通して、
選択・判断の根拠となる知識を獲得する。

学校外の人に
話を聞くと、
よく分かるね。

だんだん分かって
きたぞ。次は○○
を調べよう。

③深まった課題の設定
その単元の本質に迫るために、
焦点化して深く追究する課題を設定する。

どうして汚れた水
を海に流すの!?

あれ!?
調べてきた
ことと違うぞ!

④多角的に考察、構想、選択・判断する
社会に見られる問題に対して集団としての意思
決定を行い、学校外の人に提案する。

わたしはＡくんと
違って○○だと思
うよ。だってこの
資料には…

ぼくは最初○○と
思ったけど、みん
なの話を聞くと…

⑤自分なりの最適解の表出
最終的な自分の最適解を表現する。

様々な立場の方の話を聞いたり、友達と
話し合ったりしたから、自分の考えが
深まったよ！

問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス



社会科カリキュラム構想案

内容Ⅰ くらしと国土・産業
「持続可能な社会」の創り手を育てるために
～くらしの中で、持続可能な国土環境（自然環境・社会環境）保全、資源の活用を図る人づくり～

内容Ⅱ くらしと政治・文化
私たちの「伝統・文化」を守り、受け継ぐために
～国際社会、国家、地域社会の一員としての自覚と責任をもち、行動できる人づくり～

内容Ⅲ くらしと健康・安全
私たちの「いのち」と「くらし」を守るために
～住みよいくらし（健康・安全）づくりに参画できる人づくり～

３つの内容のまとまり

単元の学びの連続性・接続を生む
教師が意識することで、授業づくりが変わる

４年間を通して主権者として必要な資質・能力を育む



４年「⽔の循環 〜上⽔道と下⽔道〜」

社会科
① 主権者として必要な
資質・能力の設定

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 主権者として必要な
資質・能力を育む社会科
カリキュラム構想



問題解決のプロセスの各段階において育みたい⼒
①学習問題の設定、活動の見通し

単元の内容について大まかに調べ、
単元の課題と解決への見通しをもつ。

②現状の理解
課題に対する自律的な学びを通して、
選択・判断の根拠となる知識を獲得する。

③深まった課題の設定
その単元の本質に迫るために、
焦点化して深く追究する課題を設定する。

④多角的に考察、構想、選択・判断する
社会に見られる問題に対して集団としての意思
決定を行い、学校外の人に提案する。

⑤自分なりの最適解の表出
最終的な自分の解を表現する。

自ら参画しようとする意欲や態度

合意形成・意思決定する力

根拠をもって相手を説得する力

多角的に考察し、公正に判断する力

自ら参画しようとする意欲や態度

問
題
解
決
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Ⅰ 課題の設定、活動の⾒通し

水は、どのように送られてきて、使った後はどこへ
いくのだろう。水がたどる道筋を流れ図にまとめて、
そのひみつを探ろう。



Ⅱ 現状の理解、問題点の把握
浄
⽔
場
⾒
学

⾹
川
⽤
⽔

記
念
館
⾒
学

⽔
資
源
機
構

出
前
授
業

下
⽔
処
理
場⾒

学



Ⅲ 深まった課題の設定
選択・判断のきっかけを生む深まった課題づくり

意識のずれを生むことで、深まった課題を設定し、社会に見ら
れる課題に対して自分の考えを選択・判断する状況をつくる。

第４時～第10時 第11時～第14時 第15時～第19時

選択・判断



Ⅲ 深まった課題の設定

主権者として必要な資質・能⼒を育むために適した教材のポイント
○学習内容の深い理解につながる
○子どもたちにとって、「なぜ？」「どうして？」といった追究意欲が
高まる

○よりよい在り方を考えた時に、正解が１つに定まっていない
○多様な立場からの多様な考え方に触れることができる
○よりよい社会の在り方を考えることにつながる

下水処理場の
季節別運転管理
の取り組み



Ⅳ 多⾓的に考察、構想、選択・判断する
実社会（学校外の人）に向けて提案する状況づくり

自分たちが考えたことを実社会（学校外の人）に向けて提案する状況
をつくり出すことで、子ども同士の話し合いを通して、主権者として
必要な資質・能力の育成につなぐ。

海苔の⾊落ち 海の⽔質悪化

どうすればいいか考えて、
自分たちの考えを伝えたい！



Ⅳ 多⾓的に考察、構想、選択・判断する
世の中の様々な立場の考えに触れることができる状況づくり

様々な立場を踏まえて多角的に考察することを通して、自分
なりの解がもてるようにし、話し合いにつないでいく。

オンラインで話を聞く様子

下⽔処理場 県漁連 瀬⼾内圏
研究センター 保護者

⾃分なりの
選択・判断



Ⅳ 多⾓的に考察、構想、選択・判断する

・資料や体験したこと、聞いたこと等を根拠にして考えを伝える姿
・いくつかの考えを比較し、どちらがよいかを説明する姿

季節別運転管理についての自分の考えを伝え合う

根拠をもって主張し、
他者を説得する力



Ⅳ 多⾓的に考察、構想、選択・判断する

多角的に考察し、
公正に判断する力

様々な立場の人の考えを踏まえて選択・判断する

・様々な立場の人の考えを比較しながら、自分なりの考えをもつ姿
・友達の考えを聞いて、柔軟に自分の考えに取り入れる姿



Ⅴ ⾃分なりの最適解の表出

集団での意思決定を踏まえた上で、最終的な自分の考えを
書き綴っていく。



評価について
アンケート項目

①地域や社会のできごとに、きょうみ
や関心がある。

②学校外の人とのかかわりは、自分の
学びのやくにたっていると思う。

③どうすれば地域や社会をよりよく
できるかについて、考えている。

④わたしが考えていることが、地域や
社会のやくにたつことがあると思う。

⑤地域や社会をよりよくするために、
自分もなにかをしたいと思っている。

①社会への興味・関⼼

②実社会と関わる必要感

③よりよい社会づくりへの
意欲

④学びの有⽤感

⑤社会参画への意欲



評価について

③よりよい社会
づくりへの意欲

⑤社会参画への
意欲



３年「農家の仕事」

学習指導要領で、選択・判断することが求められていない
内容においても、主権者として必要な資質・能力を育むことを
目指し、実践を行った。



Ⅰ 課題の設定、活動の⾒通し

「農家さんは、どのようにたくさんのおいしいブロッコリーを作っ
ているのだろうか？」という学習問題を設定した。

ブロッコリー生産量ランキングから問いを見出す



Ⅱ 現状の理解、問題点の把握
体験活動の充実「ブロッコリーづくり」「ブロッコリー農家の見学」

ブロッコリー農家の見学や、高松市農林水産課の出前授業を
行うとともに、自分たちでブロッコリーを育てることで、農家さん
の工夫や苦労を、実感を伴って理解できるようにした。



Ⅲ 深まった課題の設定
深まった課題の設定「農家さんの切実な悩みを聞く」

ブロッコリー農家が抱える切実な課題を知ることで、子どもた
ちは「農家さんが今後も農家を続けるためにはどうしたらいい
のだろう」という深まった課題を設定した。



Ⅳ 多⾓的に考察、構想、選択・判断する
実社会に向けて提案する状況づくり「農家さんへの提案」

農家さんに提案するアイデアを一人一人がもち、根拠をもっ
て意見を語った。全体での吟味を通して、よりよいアイデアに
修正していった。



Ⅴ ⾃分なりの最適解の表出
これまでの学びをもとに、最終的な自分の考えをもつ

多様な意見を聞くことで、自分の提案に不十分な点を自覚し
たり、友達の提案の良い部分を自分の意見に生かそうとしたり
する姿が見られた。



評価について

③よりよい社会
づくりへの意欲

⑤社会参画への
意欲④学びの有⽤感



本校の研究の迫り⽅
を育む教育の推進

持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識や社会形成に参画する態度を育む

社会科
① 主権者として必要な
資質・能力の設定

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 主権者として必要な
資質・能力を育む社会科
カリキュラム構想

「ちょうせん」の時間
① 異学年集団による社会
参画型プロジェクト活動
の構想

② 主権者として必要な
資質・能力を育む問題
解決プロセスの構想

③ 社会科と「ちょうせん」
の時間との関連の意識化



「ちょうせん」の時間について

○各学年ならではの感性や視点が学びの深まりにつながっている
○異学年学級は⼀⼈⼀⼈のよさを認め合う個性化された空間に
なっている

○学年を超えた教え合いや学び合いが充実している

「今後の主権者教育の在り⽅」を具現化した活動である
と捉えている。



異学年集団での社会とつながるプロジェクト活動の構想

・１年間、継続的に実社会とつながりながらプロジェクト
活動を進めていく。

・社会科を核とした教科学習との有機的な関連を図る。

達成感 困難さ



主権者として必要な資質・能⼒を育む問題解決プロセスの構想
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小単元での問題解決 小単元での問題解決 小単元での問題解決



①学習問題の設定、活動の見通し
単元の内容について大まかに調べ、
単元の課題と解決への見通しをもつ。

②現状の理解
課題に対する自律的な学びを通して、
選択・判断の根拠となる知識を獲得する。

③深まった課題の設定
その単元の本質に迫るために、
焦点化して深く追究する課題を設定する。

④多角的に考察、構想、選択・判断する
社会に見られる問題に対して集団としての意思
決定を行い、学校外の人に提案する。

⑤自分なりの最適解の表出
最終的な自分の解を表現する。

⼩単元の中での問題解決プロセス

問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス



社会科年間指導計画(⼀部抜粋)

「ちょうせ
ん」の時間
との関わり
を明示

「ちょうせ
ん」の時間
との関わり
を明示

社会科について
は、単元ごとに
主権者教育の
視点を明示

社会科について
は、単元ごとに
主権者教育の
視点を明示

内 容 社会科 「ちょうせん」
の時間



「ちょうせん」の時間のプロジェクト

うれSEA♪たのSEA♪すばらSEA♪
３SEA スマイル カンパニー

子どもたち自らが海にじっく
りと関わり、持続可能な瀬戸
内海の環境保全について考え、
発信していくプロジェクト



３SEA スマイル カンパニーの問題解決プロセス

年間の
課題

瀬戸内海の
魅力って
何だろう？

年間の
ゴール

瀬戸内海
の魅力を
多くの人
に発信！

小単元①
瀬戸内海の
景観の魅力を
見付けよう

小単元②
瀬戸内海の
生物の魅力を
見つけよう

小単元③
瀬戸内海の
課題を見つけ
できることに
取り組もう



⼩単元①「瀬⼾内海の景観の魅⼒を⾒付けよう」

【ゴール】
クラスが考える瀬戸内海
の景観の魅力をまとめる

こえび隊の方と交流

ビーチコーミング体験

【小プロジェクト①の課題】
瀬戸内海の景色は、他県の人
にも誇れる魅力と言えるのか
な。明らかにしていこう。

５月～７月



⼩単元②「瀬⼾内海の⽣物の魅⼒を⾒付けよう」

【小プロジェクト②の課題】
瀬戸内海の生物は、他県の人
にも誇れる魅力と言えるのか
な。明らかにしていこう。

【ゴール】
瀬戸内海の生物の生態を紹介
するポスターやプレゼンテー
ションをする動画を制作する

調査船で海中探索９月～１２月

魚をとる体験



⼩単元③「瀬⼾内海の課題を⾒付け、できることに取り組もう」

【小プロジェクト③の課題】
瀬戸内海の課題を見つけて、
その解消のため自分達に
できることに取り組もう。

【ゴール】
小プロジェクト②でつくった
瀬戸内海の魅力紹介コーナー
に海ごみ問題を加える

１月～３月 河口部の清掃活動

プラスチック
ごみ回収



主権者意識の高まりを確認

単元と授業の開発単元と授業の開発

子どもたちの感想を分析子どもたちの感想を分析

⼩単元③「瀬⼾内海の課題を⾒付け、できることに取り組もう」



社会に向けて発信

【ゴール】
・商店街のデジタル
サイネージを使って、
瀬戸内海の魅力を動画
で発信

・感想フォームを活用
したフィードバック

年間のゴール

商店街の
デジタルサイネージ



社会科と「ちょうせん」の時間のＨさんの姿
社会科での様子 「ちょうせん」の時間での様子

副校長先生に
ポスターを
はる許可を
もらう姿

水の大切さを
学ぶ姿
→節水放送に
つながる

募金を
呼びかける
ポスターを
作成する姿

放送で募金を
呼びかける姿



社会科と「ちょうせん」の時間との関連エピソード
４年 社会科「水はどこから」

⽔がきれいになるまでの過程や、
きれいな⽔の貴重性について学習した。
「⽔を⼤切に」というメッセージを
伝えるポスターを制作して呼びかける姿
が⾒られた。

「ちょうせん」の時間
「ピース×ピースプロジェクト」

ユニセフ募⾦の使い道について、
「⽔は命に直結しているから、⽔をきれい
にする浄⽔剤の購⼊に充てたい」と、根拠

をもって⾃分の意⾒を語る姿が
⾒られた。

社会科
様々な関係機関の⼈をお呼びしたり、

現地に⾒学に⾏ったりして調べた経験が
ある。「ちょうせん」の時間で関わった
⽅から話を聞くことで、学習内容が
深まった。

「ちょうせん」の時間
「社会科みたいに市役所の⼈とか、⽟藻

公園の⼈とかを呼んだりして、話を聞いた
らいいと思う」と発⾔し、学校外の⼈と

積極的に関わろうとする姿が⾒られた。

内容の関連

⽅法の関連



プログラム開発の成果と課題
成果

・単元指導計画を作成し、社会科と「ちょうせん」の時間の
関連を図りながら取り組むことが有効であることが、
エピソード記録等の分析から確認できた。

・問題解決過程を工夫し、学習内容をもとに選択・判断する
場面をつくり出すことで、主権者として必要な資質・能力を
育成することができた。

・学習指導要領で、選択・判断することが求められていない
内容においても、主権者として必要な資質・能力を育む
問題解決プロセスの有効性を検証できた。



プログラム開発の成果と課題
課題

・「自分の考えていることが、地域や社会の役に立つことが
ある」という実感の高まりがあまり見られなかった。

・社会科以外の教科等との関連を考えた年間指導計画の必要性
を感じた。また、その計画をカリキュラム・マネジメントの
視点に立って不断に見直していくことも必要である。

・主権者としての資質・能力をどのように見取り、他教科等と
どう関連させながら伸ばしていくのかについては、今後の課
題である。



⾹川⼤学教育学部 附属⾼松⼩学校

ご清聴ありがとうございました
令和４年度
初等教育研究発表会

令和５年２月２日（木）
２月３日（金）

実社会プログラムに
関わる実践も
公開いたします！


